
　書式１ 
支援金交付応募用紙（申請書）
平成　25　年　7　月　30日
ＰＳＭ協力会　   殿
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申請者　
　　住　所　　〒　462-0058　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　愛知県名古屋市北区西志賀町５丁目４番地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　団体名　　　特定非営利活動法人　全国こども福祉センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　代表者　　　　鮒谷 慶菜　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　㊞
　　担当者　　　　荒井 和樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　TEL:   090-5109-7052            FAX:　　　　　　　　　　　　
下記の事業に支出するため、貴協力会が行う支援金の交付を申請いたします。
記
　事業名（具体的内容は書式３のとおり）
　　　
　　　非行問題や対人関係に悩む子へのアウトリーチ・相談事業　　　　　　　　　
[注] 個人の場合、団体名、担当者は不要です。
申請書送付先
〒460-0008　名古屋市中区栄1-12-6　秋月ハイツ1006号
　　　　　　PSM協力会　事務局　TEL・FAX（052）253-5407
　書式２ 
組　織　概　要
	ふりがな
	　とくていひえいりかつどうほうじんぜんこくこどもふくしせんたー
	法人格（○で囲む）

	団体(個人)名
	特定非営利活動法人　全国こども
福祉センター
	活動開始年月日　2011年　7 月   7日
	あり・なし

	所　在　地
	〒462-0058
  愛知県名古屋市北区西志賀町５丁目４番地
　

	電話番号
	　090－5109－7052
	FAX番号
	　　　－　　　－

	ふりがな
	　ふなたに　けいな

	代　表　者
	　鮒谷　慶菜

	設立の目的及び理念
（目的）社会変動による道徳意識や社会能力の衰退が著しい現在にあって、次代を担う子ども若者を対象にした教育・文化活動や交流事業を当事者中心で組織的に行っている。特に支援を受けた「こども」を支援する側に回らせることで社会的な役割を与え、自立へと繋げていき社会参画の後押しをする。非行防止・居場所作りから自立へと繋げる仕組み作りをし、福祉や助け合いの輪を広げていくことが設立の目的である
（理念）居場所のない「こども」へ「安心できる居場所」を提供し、社会参画の後押しをする。 

	沿革及び活動実績
【沿革・設立の経緯】

荒井（現：事務局長）が児童養護施設職員として働いていたときに、ある「こども」と出会った。 見た目は普通の印象だが、家庭環境は非常に「劣悪」だった。 

　家の窓ガラスは割れ、彼女の部屋はなく、一畳もないスペースのみが与えられていた。そればかりか肉親との関係は皆無で、物理的にも精神的にも彼女の「居場所」はどこにもなかった。 

　その現状を見て、その場所から何とか助けてあげたい、そして彼女のような境遇の「こどもたち」を支援したいと思い、新たな居場所（コミュニティ）を形成しつつ、この団体を設立するに至り、2011年7月より活動を開始。　2013年5月、特定非営利活動法人として登記。この団体を設立するに至った。 その少女は今「支援」する側として理事長として活動。
【活動実績】
　別紙①



 書式３ 
事　業　計　画
	項　　　目
	内　　　　　容

	事　業　名
	非行問題や対人関係に悩む子へのアウトリーチ・相談事業

	申請支援金額
	　　　　　　　　　　　500,000　　　　　　　　円

	事業の目的・内容

全国こども福祉センターでは居場所のない「こども」や青少年へ「安心できる居場所（コミュニティ）」を提供し、社会参画の後押しする活動をしている。非行少年・少女や社会性が乏しい場合、自ら相談することができない。
実際、ホットラインやこども若者総合相談センターや数々の支援機関があるものの、子ども本人からの直接相談は非常に少ない。居場所作り事業も多数の団体が行っているものの、その場所をテスト勉強などに使用している等、実際には健全な子どもしか利用していないのが実情である。
そのため私たちは親子や中高生との繋がりを大事にしており、こども間で止まっている情報を引き出すようにしている。街頭に出続け、何度も顔を合わせることにより身近な存在になり、当事者や学生等にも協力してもらいコミュニティを運営、ハードルを低く、相談窓口を広くしており、居場所としての役割でなく、自力では相談できない・相談しない人からの相談場所ともなっている。
また、相談者に寄り添い、信頼関係作りに力を入れており、当団体の多様なリソースを活用、人間関係の孤立や課題解決を図る。ときには啓発する側に立ってもらい、彼らに自分自身の行動を客観視し、見つめ直す機会を与え、当団体の事業活動に参画して社会経験を積み、社会貢献をすることで自信をつける機会を作る。

	支援を必要とする理由

　社会からのニーズや地域からの応援もあって街頭非行防止活動は毎週、週末に行ってきたが、直接相談や専門的な支援は、学生ボランティアでは困難である。団体内にも当事者（協力スタッフ）が多数在籍しているため、窓口となる学生や対象者への教育や指導・安全管理・相談業務も社会福祉士の事務局長が一人で行っている。電話相談も個人携帯一本のみで行っている。
こどもからのSOS連絡は、彼らとの日々の関わりや信頼関係、彼らが使いこなすツール（本人携帯）からの連絡にかかっているとも言える。
しかし当団体は固定電話やFAXを引くことができていないので、信用度の問題や相談の取りこぼし、連携先との情報共有に効率が悪く、非常に時間を要する。手厚い支援や直接処遇を可能にするため、今後は相談票を作り、その都度記録に取り、冊子にして記録を集めたものを、こどもの現状を世間や教育者に伝え、他の機関と共同したり、協力を求めていきたい。

	支援金の使途

相談員・アウトリーチ専門家への手当（1回5,000円×7回（月）×12ヶ月＝
420,000円）。業務：電話相談・少年への直接処遇、相談票の作成、データ化
現在は個人名義の携帯電話しかないため、相談専用固定電話の設置
3,000円×12ヶ月
（ひかり電話基本料1,470円＋相談電話時間１ヶ月459分1,530円）＝36,000円

　インタネットFAX　998円×12ヶ月　＝11,976円
用紙代　　498円　×5　　＝　2990円

インク代　6980円　×3　（キャノン純正品351XL）　＝20940円　　
全く食事を取れていない相談者への食事提供（食材）月2000円×12ヶ月

　＝24,000円　

（超過した部分は団体で負担する）
　計515,906円


[注]　１　内容は具体的に記載して下さい。
　　　２　スペースが足りない場合は別紙に記載して下さい。

別紙①
【活動実績】

・毎週土日に主要駅（名古屋・金山・栄）で非行予防見守り活動・街頭で相談支援。　　

・随時　非行少年や障害のある方からのアウトリーチ・相談事業を行う。　　　

・毎月2回、中区等のコミュニティセンターで居場所がないこどもへの居場所を提供。
（コミュニティ形成と運営）を行う。※家庭で食べれていない子に食事補助も開始。　　　　　　　　　　　　
・2012年12月　二回に分けて若者230名集めて交流会・虐待やいじめ防止啓発の内容を盛り込む（12/8・12/23）

・2013年1月より　非行予防・未成年の飲酒喫煙に関する調査のアンケート実施
・2013年3月　着物着付け体験・正しく着付け、着崩れ防止で非行予防活動を行う。
・2013年5月　非行予防の寸劇を行う（名古屋市主催　NAGOYA学生EXPO2013ｽﾃｰｼﾞ）

・2013年6月　名古屋大学で非行予防の会食交流会を実施。76名参加。
・2013年7月　名古屋みなと祭り　街頭パトロール
　　　　　　　中川金魚まつり　ゴミ拾い＆街頭パトロール
非行予防の寸劇　NAGOYA学生EXPO2013ｽﾃｰｼﾞ
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ユーチューブでも多数動画公開している。
日常を描いた寸劇。なんと当事者の高校生がキャストで出演。
いじめと飲酒PARTYに潜入して注意した時の様子を描いた作品。会場は騒然となったが名古屋の大学生全体に大きな衝撃を与えた。
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街頭パトロールの様子（名古屋駅西口～風俗街）　　

　声をかけるのは非常に難しい、社会福祉士や保育士もサポートに回る。

だが若者が氷点下の中、当事者の彼らが着ぐるみなどのコスプレをして街頭に立つことで非行少年たちと仲良くなりやすい。揉め事を起こしやすい彼らと喧嘩せず、穏やかに話す「きっかけ」になる。「面白そう」と非行少年・少女から関わりを求めてくることもある。ここで出会ったスタッフ希望した15歳の少年少女も活躍中。
彼らも孤立していた当事者であり、家庭環境はとても複雑で落ち着かない。
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最近の活動ピックアップ

名古屋市中川区

中川金魚まつり
7/27・28　街頭パトロールにて

中高生が酒を飲みポイ捨てし駐車場で暴れ回っている。祭り本部や警察は一切注意をしない。ゴミがどんどん増えていく。

　
少年少女に注意をするが、どんどん先輩がお酒を持ってきて、きりがない。その都度、注意をしたり話を聞く。

（詳細別紙②）

上図の右にいる少年は14歳。酒を飲み、後に男の先輩に蹴られてしまう。

（詳細別紙②）
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会場の本部と販売場所も年齢確認をせず売っていたため、事実確認をした後、それぞれ当団体から注意をする。
左図ピンクの甚平がＢちゃん

（詳細別紙②）
みんな酒が入っており、Ｂちゃんは男にもたれかかりフラフラである。
右のピカチュウは当団体のスタッフ。
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7/13・14南山大学で授業をやったときの受講生たちの感想を掲載。
高校生や教育者・大学生の口頭の感想のほとんどが、この現状を把握していないか、

知っていても「何もできなかった」と答える。この団体がもっと早くあれば良かった。受講者の全員が、この団体があることを知りたかったと言ってくれた。

講義の内容は、「なぜ一般家庭の支援？」という点に着目を置いてもらい、「児童養護施設」のことも学んでもらいながら、施設とも比較。専門家の繋がりがない、孤立した一般家庭にも目を向け、アウトリーチの必要性について等をお話しました。
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子ども若者や非行少年を味方につけ、当事者に社会貢献・役割を与えます。

はじめて注意する側に立つことにより、自分の行動を客観視し改めることができる子もいます。


当団体は2日間で

5つもの授業を展開。

会場は南山大学

南山学園高等部・小学校の3箇所

受講生や学生ネットワーク作りも欠かさない。こどもたちの情報が入ってくるからである。
